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報告要旨

本報告では、朝鮮総督府 ・台湾総督府の高級官僚の異動動態について検討する。 これま

での植民地官僚の異動に関する研究においては、総督や総務長官 ・政務総監などの最高首

脳部との人脈や派閥のなかで説明され るきらいが多 く、とりわけ近年では人間関係や 「人

的ネ ットワーク」に着 目し分析す る手法がとられつつある。しかし、本報告においては、

まず、異動を可能 とする制度に着目する。すなわち、検討課題の第一 として、官僚の任用・

俸給制度を概観す る。人事異動問題を人脈 ・政治力学だけでなく、制度 ・規則の枠内で実

行され る側面を見てゆ くことで、植民地社会にとっての資格 ・学歴 ・規律 といった官僚制

度が刻印した問題にも接近できると考えるからである。 また、検討課題の第二 として、局

長・課長 レベルの人事異動のデータを例示 して、人事異動の動態を検討する。その際には官

吏が朝鮮 ・台湾に赴任 した時期、学歴 ・資格に着 目することで、本国政治 との連動性や、

資格任用制度 と植民地官僚制度 との相関関係を見てゆく。
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